
信濃川水系河川整備計画（骨子）
に関する意見募集

国土交通省　北陸地方整備局
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国土交通省　北陸地方整備局

平成 24年 9月

河川整備についてのご意見・お問い合わせは下記まで

本ページ下のハガキにご意見と必要事項
をご記入の上、切手を貼らずに投函して
ください。

年齢・お住まい・ご意見を下記 URL のフォーム
にご記入してお送りください。
( 詳細は 2ページをご覧ください。)

FAX 番号 0120-108256

年齢・お住まい・ご意見を記入の上、下記
FAX 番号までお送りください。
( 詳細は 2ページをご覧ください。)

◆ 信濃川河川事務所
　　　〒940-0098　長岡市信濃 1-5-30
　　　Tel 0258-32-3243( 調査課直通 )

◆ 信濃川下流河川事務所
　　　〒951-8153　新潟市中央区文京町 14-13
　　　Tel 025-266-7319( 調査設計課直通 )

◆ 千曲川河川事務所
　　　〒380-0903　長野市鶴賀字峰村 74番地
　　　Tel 026-227-9434( 調査課直通 )

● 問い合わせ先 ●

・「骨子」とは、信濃川水系河川整備計画の概要や項目をまとめたものです。具体的な河川
工事の種類、場所などは今後作成する「原案」で提示し、改めて意見募集を行います。

・本リーフレットは、広く意見を募集することを目的に「信濃川水系河川整備計画（骨子）」
の概要を示したものです。骨子全文は裏面記載の閲覧場所やホームページでご覧頂けます。

閲覧時間 : 土日祝日を除く 8:30 ～ 17:15

URL：http://www.hrr.mlit.go.jp/shinage/shinano-plan/iken/

②インターネットによる意見募集②インターネットによる意見募集

③ＦＡＸによる意見募集③ＦＡＸによる意見募集

① ハガキによる意見募集① ハガキによる意見募集
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信濃川水系河川整備計画（骨子）について
ご意見をお聞かせ下さい

・河川整備計画は、地域のみなさん、学識経験者、関係自治体の意見をお聞きしながら策定を進めています。

信濃川水系河川整備計画 ( 骨子 )
本文については、下記のHPでも見ること
ができます。

● 意見募集方法 ● ①ハガキ②インターネット③FAX の 3種類です。

http://www.hrr.mlit.go.jp/shinage/shinano-plan/
国土交通省北陸地方整備局HP

閲覧時間 : 土日祝日を除く 8:30 ～ 17:15骨子を閲覧できる場所

信濃川水系河川整備計画 ( 骨子 )
本文については、下記のHPでも見ること
ができます。

http://www.hrr.mlit.go.jp/shinage/shinano-plan/
国土交通省北陸地方整備局HP

インターネットによる骨子の閲覧

郵便はがき

料金受取人払郵便

差出有効期間
平成 24年 10 月
31 日まで
（切手不要）

長岡支店

承　　認

信濃川水系河川整備計画ご意見係行

郵便事業株式会社　長岡支店

私書箱第 70号

9 4 0 8 7 9 0

147

お住まい
の  地  域

年　　齢 10 代･20 代･30 代･40 代･50 代･60 代･70 歳以上

県 市･町･村

応募締め切り・・・

平成２４年１０月１９日（金）
応募締め切り・・・

平成２４年１０月１９日（金）

信濃川水系学識者会議

第３回下流部会　資料－５
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●河川整備にあたっては、平成 16年、平成 18年及び平成 23年

など、近年多発する洪水実績を踏まえ、戦後最大洪水と概ね同規

模の流量を安全に流下させ、洪水被害が生じないよう努めます。

繰り返される豪雨水害に対応した河川整備

●水系一貫となって災害防止・被害最小化を図る観点から、上下流、

本支川バランスを確保し、長野･新潟県境区間や支・派川等の国管

理区間外については関係する河川管理者と連携を図りつつ水系全

体として段階的かつ着実に治水安全度の向上を図ります。

上下流バランスのとれた治水安全度の向上

●魚類が河川の上下流や本支川等を往来できるよう、水域連続性の確保

など、魚がのぼりやすい川づくりを実施します。

魚がのぼりやすい川づくり

●河道掘削等の工事にあたっては、施工形状や方法を工夫することによ

り、湿地やワンド等の多様な生物が生息できるよう多自然川づくりを実

施します。

より豊かな自然環境の創造

●災害時の水防活動や応急復旧活動を円滑に実施するため、活動拠点の整備、広域・大規模な水防活動の体制整備など流域連携に

よる危機管理体制の強化や地域防災活動の支援に努めます。

●水害による被害を軽減するために、地域住民に対する防災情報の発信に加えて、分かりやすく実行性のある情報の提供や伝達手

段の拡充に努めます。

●平常時からの防災意識の向上を図るため、防災教育や、それらの推進を担う人材育成を実施します。

地域連携による危機管理体制の強化と地域防災の支援

流水の正常な機能の維持
●利水、動植物の生息・生育・繁殖環境、景観、流水の清潔（水質）の

保持等、河川の流水が本来有する機能が維持されるように努めます。ま

た、渇水等の被害を最小限に抑えるため、関係機関と連携しつつ、水利

使用者相互の水融通の円滑化に努めます。

▲平成 23年 7月洪水の大河津分水路

▲平成 23年 7月洪水　
新潟市秋葉区小須戸橋（信濃川下流）

▲平成 18年 7月洪水　
立ヶ花狭窄部（千曲川）

ご意見は｢治水｣｢利水｣｢環境｣｢その他｣の種目別にお書きください。

年　齢：○歳代

市町村：△△県△△市

意　見
（  治　水  ） 安全な川づくりにあたっては・・・
（  利　水  ） 川の水質について・・・
（  環　境  ） 「△△△」の保全について・・・
（  その他  ） ××× についての意見は・・・

河川整備計画の基本的な考え方 計画の主旨、計画対象区間、計画対象期間を示しています。

流域及び河川の概要 流域の概要、地形・地質・気候、水利用、水質、自然環境、
河川利用について記載しています。

河川の現状と課題 洪水と治水事業の沿革及び治水、利水、河川環境、河川の
維持管理の現状と課題を示しています。

河川整備計画の目標に関する事項 計画の目標を設定するための考え方を示しています。

河川の整備の実施に関する事項 河川工事並びに河川管理施設、河川の維持について、実施項
目とその基本的な考え方を記載しています。

「信濃川水系河川整備計画（国土交通大臣管理区間）」は、河川法の三つの目的、

　　1) 洪水、高潮等による災害発生の防止

　　2) 河川の適正利用と流水の正常な機能の維持

　　3) 河川環境の整備と保全

が総合的に達成できるよう、河川法に基づき、平成 20 年 6月に策定された「信

濃川水系河川整備基本方針」に沿って、当面実施する河川工事の目的、種類、

場所等の具体的事項を示す法定計画です。

整備計画の主旨

概ね 30 年間とします。

計画策定後に社会経済、自然環境、河道状

況等の変化や新たな知見、技術の進歩等が

生じた場合には、必要に応じて適宜、見直

しを行います。

今回の河川整備計画の対象区間は、右図

の太線部の国が管理している区間です。

計画対象区間

計画対象期間

骨子の構成

主な治水の整備メニュー

関屋分水路

大河津分水路

三国川ダム

大町ダム

国が管理する区間

注 ) 図中の整備メニューは主な項目のみです。
詳細は骨子本文をご覧ください。

信濃川中流
・堤防整備
・河道掘削
・大河津分水路の改修

信濃川下流
・堤防整備
・河道掘削

信濃川上流
・堤防整備
・河道掘削

ハガキ・インターネット・FAX
の記入例

ハガキ・インターネット・FAX
の記入例

ハガキ・インターネット・FAX
の記入例

▲大河津新可動堰の魚道（平成 23年 11 月通水）

▲多自然川づくりの実施例（千曲川）

信濃川水系河川整備についてのご意見信濃川水系河川整備についてのご意見

ご意見は｢治水｣｢利水｣｢環境｣｢その他｣の種目別にお書きください。

貴重なご意見をありがとうございました。

信濃川水系河川整備についてのご意見信濃川水系河川整備についてのご意見




